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次第

【資料１】八名地域計画の推進体制について（提案）

【資料２】令和５年度・令和６年度 地域自治区予算事業

１ 開会

（会長）会議成立宣言、会議録の署名依頼（杉山委員、黒田委員、了承された。）

２ 報告

（１）空き家について（企画調整課）

（戸田）【資料：すぐ住める空き家有効活用しませんか？】

昨年度に移住定住の担当部署ができ地域の担い手の確保に努めていく。

移住定住のＨＰを作成したところ、移住希望者の問合せが月１～２件から１０件以

上と急速に問合せが増えており、うち８割が住む空き家を探している。空き家を紹

介できる市内の不動産業者１０社の協力を得れた。市役所に問合せがあれば、条件

に合った不動産業者を紹介する。ただ、空き家があっても不動産業者が紹介できる

物件が少なく、需要と共有が見合ってない。そのため、みなさんには空き家で困っ

ている方を見かけたら市役所へ相談するように声掛けをお願いしたい。

（２）地域協議会会長会（５月１９日開催）の報告

（会長）地域協議会会長会（１０地区）会長会会長は新城の協議会長、副会長は鳳来北

西部の協議会長に決まった。

令和５年度・空き家対策協議会（作手地域協議会会長）・新城市市民自治会議（八

名地域協議会会長）・こども園再編・整備検討委員会（千郷・舟着・鳳来東部地域協

議会会長）

地域計画推進体制について、１０自治区の進捗状況は４自治区が提出済み、６自

治区は検討中。



（３）地域計画推進体制検討会の報告について

八名地域の地域計画推進体制検討会について、昨年度１年間をかけて推進体制検

討会を行い、市に提出する案【資料１】を提出した。内容としては、八名地域で計

画を進めていくのに地域で取り組むべき事は、地域協議会と各活動団体を繋げてい

く新しい組織として『仮称：八名を良くする会』任意組織であるが、市の公認組織

としてほしい。計画を推進しやすくするために予算を使いやすくしてほしい。地域

の声をくみ取るため拠点を設けて、振興事務所の職員配置を希望する。＜八名地域

における地域計画推進体制関係図＞の説明→進めて行ける団体『仮称：八名を良く

する会』を立ち上げてきたいと思う。団体を立ち上げるための準備会を立ち上げ協

議会と協力し提案内容をより具体的に考えて行きたい。

３ 議事

地域自治区予算事業の検討について

（事務局）地域自治区予算の事業計画策定までの流れですが、前回から地域自治区予算

については検討を始めていただいておりますが、今回と次回（第４回（７月１１日

（火））までで継続事業及び新規事業の検討を行い、事務局にて担当課と調整を進め

る８月上旬に調査した結果を踏まえ事業計画案を作成する。９月上旬に事業計画案

を決定して９月中旬から１０月上旬まで地域に意見募集を行う。意見などを協議し

事業計画を決定し、その意見を１１月１日に市長へ建議する。

【グループ検討】（１９：５０～２０：５０）

１．安心して暮らしたい（６名）

２．健やかに暮らしたい（６名）

３．豊かに暮らしたい （６名）

【情報共有（発表）】（２１：００～２１：１５）

１．安心して暮らしたい

（令和６年度：新規事業）

・庭野小学校の防犯カメラ設置。導入後の管理については庭野小学校で行う。

・Ｓバスの新しい使用方法の周知。動画・チラシ・説明会

・防災対策としては、避難所（八名中学校）に行かないと支援物資が貰えない。

その支援物資を手に入れるためには行政区毎の自主防災会同士を繋ぐネットワ

ークを作っていく必要がある。食料・飲料水などの支援物資について地区全体で

考えなければならない。また、地震とか水害とは対応が異なるため、場合を考え

て防災対策を考える。停電した場合に備え発電機の導入、ドローンを使用とした

情報発信など、どんな事を予算化するかを詰めていく。

２．健やかに暮らしたい

（令和５年度：実施事業）

・秋頃に２回健康講座を開催したい。今年度はお出かけ講座の生活習慣病予防の

生活編・運動編の実施を１０月の月曜日・金曜日で開催予定です。課題としては

高齢者の方々への情報発信、やなマルシェ・結いカフェなど。チラシの配布等の

確認も行う。送迎方法も考える。

・こども園からは、一輪車５台・シュレッダー購入の希望がある。

・中学校は次回のＰＴＡ会議で話し合う。消防団も確認する。

３．豊かに暮らしたい

（令和５年度：継続事業）

・スマートインター関係は継続として他の動向を見て実施を計画する。



・各地区の歴史・文化等の情報収集・発信については自分たちの情報とみなさん

がお持ちの情報を集約して今年度にどこまでできるかを検討する。

・農地の担い手の育成。農業が衰退しないためには、何が必要か、何をしてあげ

ればいいのか今年度に考え、次年度にＮＰＯ法人の立ち上げなどの支援の在り方

を考えて行くことにより、地産地消に繋がるのではないか。

４ その他

避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）の開催について

６月２９日（木）１９：３０から 一鍬田公民館 地域協議会委員対象

次回開催

７月１１日（火）１９：３０から 一鍬田公民館 グループ討議


